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氏 名 件  名 要      旨 

 
第１位 

 

石 

森 

 

晃 

寿 

 
１．ふるさと納

税について 

 
 本市のふるさと納税（個人版・企業版）の昨年度の寄附

実績は、６億２９４３万７３９７円となり、安心してふる

さとで暮らせる福祉に関する事業を始めとする５事業に使

用されている貴重な財源となっている。しかし、今年６月

に総務省では、ふるさと納税に係る指定制度の運用につい

ての見直しを行っている。 

そこで、以下の点に  ついて伺う。 

 

（１）今回の見直しにより、ふるさと納税（個人版）に多 

大な影響があり、当初、目標としていた寄附額は、達 

成できるのか。 

 

（２）ふるさと納税（個人版）は、居住地以外の応援した 

い自治体に寄付できる制度ですから、既存の返礼品だ 

けでは、寄附の増額は厳しいと思われるので、新た 

な返礼品の提供をどのように考えているか。 

 

（３）ふるさと納税（企業版）のこれまでの実績は、どの 

ようになっているか。 

 

（４）ふるさと納税（個人版・企業版）の今年度の実績が 

目標額に達しなければ安心してふるさとで暮らせる福 

祉に関する事業を始めとする５事業は、縮小するのか。 

 
 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第１位 

 

石 

森 

 

晃 

寿 

 
２．市道の側溝

に蓋がない所の

改修を急げ 

 

先日、本市の道路状況を把握するため、車でパトロール

したところ、市道の側溝に蓋がない箇所があり、夜間に散

歩する人や自転車に乗って通行する人が側溝に落ちて怪我

をする危険性がある。また、大雨などにより冠水すると、

どこに側溝があるか分からなくなってしまってもっと危険

である。 
したがって、安全対策のために、側溝に蓋がない箇所は、

蓋掛けをするなどの改修が必要と思われるので、以下の点

について伺う。 
 

（１）市道の側溝に蓋がされていない箇所、延長を把握し 
ているか。 

 
（２）これまで、市道の側溝に蓋がないための事故等はな 

かったか。 
 
（３）市道の側溝に蓋がされていない箇所を鳴瀬地区は、 

過疎債、矢本地区は、どのような財源でするか検討し、 
計画的に改修する考えはないか。 

 

 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第１位 

 

石 

森 

 

晃 

寿 

 
３．高齢者等の

介護について 

 

本市の高齢化率は、令和５年１０月末に３０．９％であ

り、超高齢化社会に突入している。 

特に要介護状態にある高齢者が、住み慣れた地域で自分

らしい生活を送るためには、家族介護が必要となっている。

反面、家族介護者にとって負担は軽いものでなく、日常生

活に支障をきたすケースもあることから、施設等の支援サ

ービスを利用し、負担軽減を図ることが、必要になってい

る現状である。 

そこで、以下の点について伺う。 

 

（１）本市の要支援・要介護認定を受けている人数は。 

 

（２）要支援・要介護認定を受けてから介護支援サービス

を受けられるまでの日数を現状より短縮できないか。 

 

（３） 要支援・要介護認定を受けているにも関わらず、介

護施設等が満杯で介護支援サービスを待機している

人数を把握しているか。 

 

（４）介護支援サービス待機者の対応は、どのようにして

いるか。 

 

 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第２位 

 

千 

葉 

 

修 

一 

 
１．中学校にお

ける部活動につ

いて 

 
 これまで中学校が主体となってきた部活動について、新

たに地域が主体となる地域クラブ活動への移行や部活動の

外部指導員等の活用など、部活動の地域移行や地域連携の

現状について伺う。 

 

（１）少子化の中で廃部が増えていると聞くが、本市の 

傾向は。 

 

（２）合同部活動を実施している部は何部あるのか。 

 

（３）地域移行や地域連携は具体的に進んでいるのか。 

 

（４）外部指導員は、何名で、どのように確保しているの 

  か。 

 

（５）教員の働き改革につながる成果はあったのか。 

 
 

【答弁を求める者 教育長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第２位 

 

千 

葉 

 

修 

一 

 
２．大型商業施

設について 

 

赤井字川前三番地内に大型商業施設が出店することか

ら、以下の点について伺う。 
 

（１）市道川前線と市道小松・赤井線の十宇路交差点の改 
良は考えているのか。 

 
（２）市道川前線の商業施設側と旧交番前の歩道の設置に 

ついて、どの様に考えているのか。 
 

（３）大型商業施設側の雨水は、現状の側溝で対処できる

のか。 
 

（４）大型商業施設周辺の安全対策と周辺交通環境への対 
策はどのように考えているのか。  

 
（５）大型商業施設側から南側の五差路交差点の安全対策 

の見直しが必要と思うがいかに。 
 

 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第３位 

 

五 

野 

井 

 

敏 

夫 

 
１．空き家の実

態と対応策につ

いて 

 
 近年日本全体で空き家の件数が増加し近隣との様々な問

題が発生している。建物の陳腐化、敷地内の樹木の繁茂、

ゴミの不法投棄、不審者の侵入、害虫の発生源等々で社会

的問題となっている。 

 本市においての空き家の実態件数と対応策等、以下につ

いて伺う。 

 

（１）空き家の調査はどのように実施しているのか。また、 

当初の調査時からの推移はいかなるものか。 

 

（２）空き家の情報と利活用の推進の広告はいかように実 

施しているか。 

 

（３）空き家の相続、売却、賃貸等についてのアドバイス、 

相続対応はどのようにしているのか。 

 

（４）空き家の固定資産税の未収実態はいかに。未収入金 

があった場合の徴収方策はいかように対処しているの 

か。 

 

（５）空き家、リフォーム等の市補助金の交付実績と利用 

者からの声をどう評価するか。 

 
 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第３位 

 

五 

野 

井 

 

敏 

夫 

 
２ ． 地 域 脱 炭

素・再エネ推進

事業の進捗はい

かに 

 
本市は２０１１年に発生した東日本大震災後に策定した

環境未来都市計画に基づき、環境、超高齢化対応、防災を

テーマに創造的復興を進めてきた。２０１８年にはＳＤＧ

ｓ未来都市計画を策定し、住み続けられる持続発展する東

松島を目指してきた。２０２２年に野蒜地域は、脱炭素先

行地域に選定された。これらの要因は再生可能エネルギー

事業のうち、特に太陽光発電事業と他事業を複合的に織り

交ぜながら地域活性化を図るとある。２０２３年度は地域

脱炭素移行・再エネ推進事業（重点対策加速化事業）を活

用し、市内水平展開を図り、２０３０年には、温室効果ガ

スを５０％削減を目指すとしているが、以下の点について

伺う。 

 

（１）この事業の促進区域とされる野蒜地域住民の方々の 

理解度はいかに。２０２２年度に市民アンケート実施と

あるが、その結果はいかに。 

 

（２）地域脱炭素事業の動向と実績はいかに。 

 

（３）再エネ推進事業（重点対策加速化事業）の取組と事

業展開の状況及び進捗度合はいかに。 

 

（４）脱炭素先行地域づくり事業及び重点対策加速化事業 

  の計画終期を２０２６年（令和８年）度末としている 

  が、目標達成は可能なのか。また、将来的には、取組 

成果を２０３０年までに市内全域に、２０５０年まで 

に被災沿岸３県（宮城、岩手、福島）に対して水平展 

開し、被災地全体の地域活性化を図り脱炭素のトップ 

ランナーを目指すとしているが、その計画と所見を伺 

う。 

 

（５）以前一般質問で太陽光発電を利用した街路灯を設置

することを提案したが、その際、この件に関しては、

今後研究すると答弁があったが、その後、どのように

研究されたのか伺う。 

 

 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第４位 

 

齋 

藤 

 

徹 

 
１．青の街を核

としたシティプ

ロモーションの

さらなる推進を 

 
令和６年１１月２７日道の駅東松島がオープンし、観光

関連施設の整備は主なもので令和の果樹の花里づくりを残

すのみとなった。本市においては令和４年９月２７日に

Green Destinations Top100（世界の持続可能な観光地

Top100 選）に選出され、令和５年１０月１８日にはベスト・

ツーリズム・ビレッジ２０２３に認定された。 

また、みやぎふるさとＣМ大賞での実績、東松島夏まつ

りや青い鯉のぼり等の各種イベントは市内外から評価を受

けていることから、今後も青の街を核としたシティプロモ

ーションに係る取組を実施している関係団体の支援等を継

続していく意義があると考え、以下に問う。 

 

（１）商工会青年部が中心となりリニューアルした青いポ

ストは話題性と集客性を兼ね備えた費用対効果の高い

取組であったと評価している。 

今後の青の街のプロモーションを推進するために、矢

本駅以外の快速電車停車駅周辺（陸前赤井駅、陸前小野

駅（及川商店前）、野蒜駅前）や市役所（矢本庁舎、鳴

瀬庁舎）、震災復興伝承館等の公共施設への青いポスト

整備を後押ししてはどうか。また、道の駅への郵便ポス

トの設置を申請してはどうか。 

 

（２）シティプロモーションにおいては、自治体だけでは

なく民間活力を効果的に活用することが不可欠と思慮

する。成果を示した関係団体やこれから活躍が期待さ

れる市民の士気高揚、機運醸成を図るべきと感じるが、

如何に。 

 

 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第５位 

 

大 

橋 

 

博 

之 

 
１．奥松島運動

公園マレットゴ

ルフ場の現状は 

 
 令和４年第１回定例会において、この件名で質問させて

いただいた。 

 各々答弁をいただいたが、その後の取組状況を伺う。 

 

（１）愛好者を増やす広報活動について。 

 

（２）施設の今後の管理運営について。 

 

（３）奥松島運動公園の中での存在感を示す活用方法はあ

るのか。 

 
 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第５位 

 

大 

橋 

 

博 

之 

 
２．鳥獣駆除対

策の現状につい

て 

 

この件については、昨年、今年の小野地区市政懇談会に

おいて質問・要望事項として提出され、担当課より詳細に

回答されていた。そこで、以下の点について伺う。 
 

（１）国・県への予算要求の見通しは。 
 
（２）熊やニホンジカの出没が頻繁に見られるようになっ

ているが、今後の対策について。 
 

 

【答弁を求める者 市長】 

 



 

- 11 - 

 

氏 名 件  名 要      旨 

 
第６位 

 

土 

井 

 

光 

正 

 
１．遅れている

市街化区域拡大

の対応について 

 
９月に国土交通省から発表された地価公表の中で管内の

市町では、住宅地の土地価格変動率が１～３％程度下落し

ている中で、本市では７％前後の上昇率となっている。又、

大手不動産が発表した街の住みここちランキング２０２４

では、住み続けたい自治体で本市は５番目となっている。 

これらのことからも東松島市は人気度が高く、住居を構

えたい人が多いと推定され、住宅地供給のチャンスと捉え

ている。しかし、東松島市第２次総合計画の令和３年度か

ら７年度までの後期基本計画では、地方創生・人口減少対

策プロジェクトの取組の中で市街化区域拡大による良質で

安価な住宅地の提供とあるが計画の姿が見えなく遅れを感

じている。このことから以下について伺う。 

 

（１）令和５年２月から３月に６地区の関係地権者に対し

アンケート調査を行っているが、その結果についてど

のように検討しているのか伺う。 

 

（２）現在の６地区の市街化区域拡大への進捗について伺 

う。 

 

（３）市街化区域の拡大から、宅地を提供出来るまでの今 

後のスケジュールについて伺う。 
 
 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第６位 

 

土 

井 

 

光 

正 

 
２．マイナンバ

ーカードの積極

的活用を推進せ

よ 

 

 

厚生労働省は、１２月２日以降、健康保険証が新たに発

行されなくなり、マイナ保険証を基本とするしくみに移行

している。 
また、警察庁では来年の３月２４日から運転免許証とマ

イナンバーカードの一体化の運用開始となるが、今後、更

にマイナンバーカードの利活用が増えていくと考えられ

る。このことから以下について伺う。 
 

（１）マイナ保険証については、医療機関等で正確な情報

を把握することができ、緊急時にも効率的な医療行為

を受けられることから、市民に積極的な推進を働きか

けるべきと考えるがいかがか。 
 
（２）宮城県ではデジタル身分証アプリ「ポケットサイン」

のミニアプリ「宮城防災アプリ自然災害対応型」を今

回立ち上げているが、このアプリを市総合防災訓練時

の避難所受入把握に活用することを提言するがいかが

か。 
 
（３）マイナンバーカードの取得率は、市のＤＸ推進にも 

大きく影響されるため、さらなる丁寧な説明で取得率 
向上を図るべきと考えるがいかがか。 

 

 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第６位 

 

土 

井 

 

光 

正 

 
３．独居高齢者

の支援体制を充

実せよ 

 

高齢化社会の中で独居高齢者も増加傾向にある。本市に

おいては、７５歳以上の高齢者約６，３００人のうち、ひ

とり暮らしの高齢者が約１，０００人で約１６％を占めて

いる。 
また、ひとり暮らしの障害者の方々や、日中又は夜間に 

同居家族が不在になるなど独居状態になる高齢者の方々も

多く存在し、孤独死された方々もこの３年間で８２人に及

ぶと聞き及んでいる。そこで、独居高齢者の支援体制につ

いて以下の点について伺う。 
 
（１）体調が急変したときの対応の一助として平成２５年 

度から救急医療情報キット（あんしんキット）を配布 
しているが、配布を含めた運用状況について伺う。 
 

（２）ひとり暮らしの障がい者の災害時避難行動要支援者 
情報の運用状況について伺う。 
 

（３）見守りを兼ねた食の栄養強化の配食サービスの実施 
を令和４年２月、令和５年６月定例会の一般質問で提 
言していたが、取組状況を伺う。 
 

 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第７位 

 

小 

野 

 

幸 

男 

 
１．市政運営の

課題について 

 
市政運営にかかわる課題等についての３件について伺

う。 

 

（１）赤井地区の七反谷地と八反谷地に跨る排水対策につ

いて、これまでに２回ほど各関係部署と関係者が協議

を行ってきた経緯があり、地区の切なる要望も震災時

から１０年以上経過しているので、解決にむけての対

策を伺う。 

 

（２）奥松島を核とした観光元年を設定していただき、今

後の観光振興の繁栄に地元住人としても期待をいたし

ている。そこで以前にも提案した更なる観光発展に命

の橋としての塩釜市寒風沢島への架橋と大高森遊歩道

へのアシストによる頂上までの利用者の負担軽減と高

齢化社会の対応策として、色々な課題は承知の上で再

度（今のままでは今のまんま）市長の方向性を伺う。 

 

（３）１０月６日に開催されたビーチテニスの大会時に、

合同会社オルフレックス代表・ー般社団法人みちのく

フェスタ代表理事の鳥居ゆうじ氏から、気仙沼市を中

心に開催されているビーチスポーツの大会を東松島市

の野蒜海岸での開催を希望していることについての対

応を伺う。 

 

 
【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第７位 

 

小 

野 

 

幸 

男 

 
２．新教育課程

導入について 

 

これまで、学力向上に始まり、いじめ問題や教職員の働

き方改革など議論を重ね、児童・生徒の向上が図られてき

たのかと思料される。また、各学校の取組事例も質問して

きたが、新たなる事例について伺う。 
 

（１）兵庫県川西市立多田小学校や茨城県守谷市で取り組

まれている「学年担任制×教科担任制×４０分授業午

前５時間制」の導入についての教育長の見解を伺う。 
 

（２）「前例を踏襲せずに、変えるべきものは変えていく」

と校長先生方の意識改革を行った神戸市教育長の取組

について教育長の考えを伺う。 
 

 

【答弁を求める者 教育長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第８位 

 

浅 

野 

 

直 

美 

 
１．女川原子力

発電所核燃料税

交付金の増額を 

 
 東北電力㈱女川原子力発電所に関する核燃料税交付金等

について、宮城県へ交付金増額等の要望を重ねている。 

１１月１日に要望した際の宮城県の回答は、方針を再検討

するに留まり、望む回答は得られていないのが現状である。 

今後、ＵＰＺ関係自治体として、地域振興と住民福祉へ

の事業拡大も含め、引き続き強く要望して行くべきと考え

る。そこで、以下について伺う。 

 

（１）宮城県は来年度の配分額の見直しを検討する方針を

示しているが、本市では重大事故を想定した避難訓練

やＵＰＺ指定によるイメージへの悪影響等本市の負担

が大きいことは明らかである。 

また、原子力発電所に対する住民理解の促進に向け、

交付金の増額は引き続き強く要望していくべきである。

本年度の東北電力㈱から宮城県が徴収する核燃料税は

７億３，０００万円が見込まれており、配分の現状の５

市町で１．８％から５％の増額要望は妥当である。 

ＵＰＺ関係自治体首長会議代表幹事である市長の令

和７年度増額に向けた対応について伺う。 

 

（２）交付対象事業を地域振興と住民福祉に拡大するよう

要望した際、宮城県は国のエネルギー政策で対応する

べき課題であるとの回答であった。 

交付対象事業の拡大も含め、今後の宮城県との交渉を

どのように進めていくのか伺う。 

 

（３）島根県を視察した際、島根原発周辺自治体の現状及

び意見交換から得られた他のＵＰＺ関係自治体の対応

と現状を伺う。 

 

 
【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第８位 

 

浅 

野 

 

直 

美 

 
２．学校給食費

無償化による子

育て支援策を 

 

 

１２月に開催される全国学校給食甲子園決勝大会に、東

松島市給食センターが県内勢として日本一を目指し初出場

を決めた。本市の食材ＰＲも兼ね、明るいニュースが届く

本市の学校給食であるが、完全無償化については、保護者

の経済的負担軽減策として継続して提案し、これまで前向

きな回答をいただいている。 
子育て支援策及び少子化対策の重要な政策となる学校給

食費無償化を早期に実現し、安心して子育てが出来る東松

島市を目指し、以下について伺う。 
 

（１）学校給食費について、現在は半額程度の負担となる

が、市長は市政懇談会等様々な場面で来年度は３分の

２程度に拡大すると発言している。 
そこで、令和７年度の学校給食費保護者負担金につい

て、更なる保護者の経済的負担軽減の拡大を求めるがい

かがか。 
 

（２）無償化を実施するには２億円近くが必要となる、こ

れまでは特定防衛施設周辺整備調整交付金（９条交付

金）や国の地方創生臨時交付金を活用し補填して来た

が、今後の財源確保について伺う。 
 
（３）全国的にも所得制限なしで無償化する自治体が増え

ているなかで、宮城県内でも本年度は３５全自治体の

４割に当たる１４市町村が実施し、うち１０市町村は

全小中学生が対象となる。 
ふるさと納税の額等自治体間の財政力によって、補助

額に大きな差が生じていると感じられる。学校給食費無

償化は、自治体間で差が生じないよう、国の責任におい

ての政策にすべきと兼ねてからの市長の言葉であるが、

今後国への要望について方向性を伺う。 
 

 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第８位 

 

浅 

野 

 

直 

美 

 
３．口腔対策に

よる高齢者の健

康増進を 

 

厚生労働省では、口の機能を維持・向上させることが、

口の健康だけではなく全身の健康維持に繋がるとし、定期

的な歯科検診受診等口腔対策を推奨している。 
また、日本歯科医師会では、健康長寿のサポートに向け、

以前から取り組まれている８０２０運動に加え、オーラル

フレイル対策に取り組んでいる。 
本市の高齢者の健康寿命延伸のため、以下について伺う。 

 
（１）多賀城市では、４０～７０歳の５歳刻みの市民の歯

周病検診を無料化し、さらに令和６年度より２０歳、

２５歳、３０歳、３５歳も無償化対象を拡大し、市民

の歯の健康維持に貢献している。本市でも、歯の健康

診断の自己負担額が無料となる年齢を設定し、健康寿

命延伸に注力することを提案するがいかがか。 
 

（２）活舌低下、むせや咀嚼機能低下など、口腔機能の低

下から始まるオーラルフレイルであるが、厚生労働省

では市町村事業として制度化しており、地域保健事業

や高齢者を対象とした介護予防事業による対応が可能

である。 
高齢者の健康維持に向けて歯科医師と連携し、口腔ト

レーニングを市が推進することを提案するがいかがか。 
 
（３）現在５０歳以上の方は、オーラルフレイルについて

の検査が口腔機能低下病の保険病名で保険適用されて

いる。積極的検査を歯科受診するよう周知徹底しては

いかがか。 
 
 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第９位 

 

阿 

部 

 

秀 

太 

 
１．農業施策の

推進について 
 

 
農業の多面的機能は広く市民が享受しているところでは

あるが、農業施策の推進においては市民の理解や参画を得

るよう配慮しながら進める必要があるとの認識から、以下

について問う。 
 
（１）地域計画について 

① 地域計画策定の進捗状況について伺う。 
② 多様な担い手が参入できるよう配慮されているか 

伺う。 
③ 地域計画は作成がゴールではなく、始まりと言わ 

れる。策定後の道筋について伺う。 
 
（２）保全会について 

多面的機能支払交付金の基本的な考え方として、地域

住民や都市住民のできるだけ多様な主体の参画が求めら

れている一方で、近年、高齢化等により活動への参加者

が徐々に少なくってきていることから、以下について伺

う。 
① 高齢化などの理由により、シルバー人材センター 

に頼んで、代行作業をしている事例がある。このこ 
とは、多面的機能支払交付金制度の趣旨が浸透して 
いないのではないかと解せるがいかがか。 

② 現状のままでは、将来的に活動の限界がみられる 
と思慮する。どのように捉え対処するのかその方向 
性を伺う。 

③ 水田や水路、ため池での作業は、破傷風のリスク 
を抱えている。破傷風のワクチン接種費用を交付金 
の対象とされるよう求めるがいかがか。 

 
（３）農村政策フェローの設置について 

岩手県紫波町においては、令和元年に独自のポストと

して「農村政策フェロー」を設置し、一定の成果を得て

そのジャンルを確立したとの報告がある。本市において

はすでにＤＸフェローを招いて展開中である。同様に農

業分野においてもフェローの設置を提案するがいかが

か。 
 

 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第９位 

 

阿 

部 

 

秀 

太 

 
２．総合防災訓

練について 
 

 
総合防災訓練において、小中学生の参加が少ないとの声

がある。震災から１３年が経過し、児童生徒は震災を知ら

ないことから、以下について伺う。 
 

（１）総合防災訓練を授業の一環として登校日扱いされる

よう求める声があるが、どのように考えるか。 
 
（２）自治会はじめ地域組織と学校が協力して、中学生と

のネットワークを構築することが、地域におけるより

強い防災体制を構築するものと思慮するがいかがか。 
 

 

【答弁を求める者 市長、教育長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第 10 位 

 

井 

出 

 

方 

明 

 
１．松島基地と

の共存共栄につ

いて 

 
 市長は公約の中で「松島基地との共存共栄」を掲げてお

り、全国の自衛隊の基地が存在する自治体の中でも基地と

市の関係は極めて良好であると感じている。防衛省の補助

事業等を活用してハードのみならず、１８歳までの医療費

無償化や学校給食費補助に充当するなど市民の要望を捉え

た施策は評価するものである。今後も市民の様々な要望実

現のため一般財源の負担を減らしつつ防衛補助事業を活用

すべきと考える。そこで次の点について問う。 

 

（１）ここ１０年間の民生安定事業の主な内容と実績、今  

後の事業見込みについて問う。 

 

（２）ここ１０年間の特定防衛施設周辺整備調整交付金（９

条交付金）の事業内容と実績、今後の事業見込みにつ

いて問う。特に今年度は４，０００万円程増額されて

いるがその使途について伺う。 

 

（３）基地交付金のうち定額部分については土地の評価額

で査定されてしまうため、被災地である東松島市は少

なくなってしまう。基地交付金の交付状況及び今後の

見通しについて問う。 

 

（４）国は今後５年間で防衛費総額を４３兆円にすると発

表しており、今まで後回しになっていた隊員の宿舎等

を含めた基地内改修工事費の予算も含まれていると聞

いている。今回の衆議院議員選挙の結果を受けて防衛

予算の見通し、特に松島基地の整備事業に関する情報

が市長のもとに入っているのか問う。 

 
 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第 10 位 

 

井 

出 

 

方 

明 

 
２．我が市にお

ける水産業の課

題について 

 

今年も東松島市特産の牡蠣と海苔の漁が開始された。そ

こで次の点について問う。 
 

（１）牡蠣の出荷が１０月末から開始されたが、温暖化の

影響を含めて原因は調査中であるものの死滅が多い状

況である。シーズン終了までは不確定な部分があるも

のの、市として助成していく考えの有無について伺う。 
 
（２）農業も同様であるが水産業の担い手不足は深刻な課

題であると認識している。今後、移住者などの方策を

含めた後継者問題に対する考えを伺う。 
 

 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第 10 位 

 

井 

出 

 

方 

明 

 
３．我が市にお

ける防災計画等

について 

 

東日本大震災から間もなく１４年が経つ。東松島市第２

次総合計画後期基本計画において「（まちづくりの方向性

４）災害に強く安全で快適で美しいまち」を示している。 
今年２月の定例会でも質問したが、再度我が市における

防災計画等について次の点を問う。 
 

（１）災害発生時に市民全員の安全確保のためには、発災

直後に各地区単位で動ける事が重要である。２月定例

会でも質問したが、現在、市内における地区防災計画

の策定状況はどの程度進んでいるかを把握しているの

か。また、市として地区防災計画の内容及び運用に関

与していく考えはあるのか。さらに、個別避難計画の

進捗状況はどの様になっているのか。 
 
（２）自助・共助・公助の中で普段からの備えとして公助

における市の果たす役目は非常に大きく、その努力と

成果は市内外からも大きく評価されていると認識して

いる。 
一方で発災直後において全ての市民の安全を確保す

るためには自助・共助の果たす役割が非常に大きいと

考える。自助・共助が災害時有効に動けるように市と

して努力している事項及び今後の進め方について伺

う。 
   また、定期的に防災訓練を実施しており住民の意識

高揚に努めているなかで市民の参加率は２０％をやや

上回る人数である。これをどの様に評価しているのか

伺う。 
 
（３）本市の道路は東西方向への通行を主に整備されてい

る。津波発生時における避難方向は南北方向が主とな

る。避難道路の整備を進めているところであるが災害

等で南北方向へスムーズに避難させるために検討して

いる事項はあるのか。 
    

 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第 10 位 

 

井 

出 

 

方 

明 

 
４．観光振興に

ついて 

 

市長は本年を観光元年と位置付け、観光振興施策を推進

しており、観光客入れ込み数も昨年度は一昨年度に比べ約

２３％上昇し、東日本大震災前の９１％まで回復している。  

さらに東松島夏まつり、航空祭等賑わいをみせており、

先月末には待望の道の駅もオープンした。 
しかし一方で、松島からの観光客を呼び込むための定期

航路を開設したが、客足が伸び悩んでいると承知している。

原因が様々あると思われるが、交通手段が大きな足かせに

なっていると推察される。観光に来られる方は往復共に同

じ経路を通る事を好まない傾向にあり、他の交通手段はタ

クシーに頼らざるを得ない現状である。そこで提案である

が、週１便の定期船に合うように、観光客の足を検討して

は如何だろうか。 
 

 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第 11 位 

 

長 

谷 

川 

 

博 

 
１．国保に係る

子どもの均等割

独自減免につい

て 

 
 この件については、これまでに何度か取り上げてきた。

県内では仙台市が５割減免、石巻市が３割減免、松島町、

亘理町、丸森町、山元町、大郷町で全額減免が行われ、既

に７自治体で取り組まれている実態がある。 
 今回質問するにあたって再度調査すると、大崎市が令和

４年４月より就学から１８歳までの均等割額の５割を減

免。令和５年には富谷市が同様に５割減免、涌谷町が全額

軽減、令和６年には美里町で全額軽減を実施するなど、４

つの自治体で新たに取り組まれ、１１自治体に拡大してい

る。国の未就学児の２分の１減免を機に減免対象を拡大す

る自治体が増加したと考える。 
この際、本市でも子育て支援の一環として、就学から１

８歳までの均等割の５割減免、望むベくは均等割、実質ゼ

ロだが・ ・に取り組むべきと考えるがどうか。 
 
 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第 11 位 

 

長 

谷 

川 

 

博 

 
２．福祉灯油な

ど住民の暮らし

を支える取組を 

 
 寒さが厳しくなり年末に向けて、長引く物価高騰から住

民の暮らしを守る取組がいっそう重要になっている。私ど

もが６月実施した独自の市民アンケー卜でも「暮らしが厳

しくなった」という回答が７割を占める結果だ。 

国が策定する新たな経済対策で、国民の暮らしを抜本的に

改善する効果を望むところだが不透明でもある。 

一方で、地方自治体がさまざまな住民施策に活用できる

「重点支援地方交付金」（地方創生臨時交付金）の増額など

が盛り込まれるとも聞き及んでいる。 

本市でも、国の経済対策と補正予算を視野に、自治体独

自の住民支援策・灯油代の助成なども含め、年末に向け厳

しい暮らしの市民を支える事業を実施すべきと考えるがど

うか。 

 

 
【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第 12 位 

 

櫻 

井 

 

政 

文 

 
１．単身世帯の

増加対策につい

て 

 
 国立社会保障・人口問題研究所が、２０５０年には全世

帯に占める 1 人暮らしの割合が２７都道府県で４０％を超

えると１１月１２日に発表した。 

 未婚の人が増え、少子高齢化で一緒に住む家族の人数も

減るとのことである。また、地方では配偶者との死別など

で単身高齢者の割合が高くなる傾向にあり、特に６５歳以

上の単身世帯の増加が顕著であると同研究所では分析して

いる。 

 高齢の単身世帯化が急速に進む中、社会的孤立の解消や

独居老人を標的とした強盗事件への防犯対策は急務である

と思料する。この件についての所見を伺う。 

 
 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第 12 位 

 

櫻 

井 

 

政 

文 

 
２．教育の諸課

題を問う 

 

（１）先般実施された第５０回衆議院選挙における１８、

１９歳の投票率は４３.８６％で、全世代を通じた投票

率は５３.５％であり、若者の投票率は他の年代と比較

して低迷している。 
政治や選挙への無関心がそのような結果を招いてい

るものと考える。小学生、中学生の頃から国会や議会の

仕組みや投票の権利等について話すのがあたりまえに

なる教育がなされれば、未来の有権者の投票率は向上す

るものと思料する。この点に関する所見を伺う。 
 

（２）令和元年第２回の一般質問でスマホが脳に与える悪

影響について指摘した。スマホが脳に与える恐ろしい

影響を著した著書「スマホ脳」はスウェーデンで社会

現象となった世界的ベストセラーである。スウェーデ

ンの学校では著者の警鐘を受け入れ、ウォーキングや

ランニングで脳の力を伸ばすことに尽力しているとの

こと。本市でも「デメコン」を積極的に推進している

が、教育大国であるスウェーデンの取り組みを参考に

して運動にも力を入れてはいかがか。 
 
（３）「闇バイト」強盗事件が世間を震撼させている。若者

たちがＳＮＳやネットの掲示板などで勧誘され、実行

犯に加担させられている。「高収入」や「簡単にかせげ

る」といった言葉で簡単にリクルートされているが、

これを防ぐためにはメディアリテラシー教育が鍵にな

ると思料する。学校でのメディアリテラシー教育の強

化を提案するがいかがか。 
 

 

【答弁を求める者 教育長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第 13 位 

 

手 

代 

木 

 

せ 

つ 

子 

 
１．粗大ごみの

リユース事業を

再開せよ 

 
 令和元年１２月定例会において、粗大ごみのリユース化

について一般質問した経緯がある。その取り組みの第１歩

として、令和２年３月鳴瀬一般廃棄物最終処分場に搬入さ

れた「粗大ごみ」で、リユース（再使用）可能な家具等を

市民へ無償譲渡した。市民からの反応は上々であり次回の

開催を要望されていたが、世界的な新型コロナウイルス感

染症を受け､一度のみの開催にとどまった。 

そこで、以下について、市長の見解を伺う。 

 

（１）粗大ごみ搬入の現状は。 

 

（２）多くの市民から粗大ごみのリユース事業の再開を望

む声が聞こえる。物を大事に使うことは持続可能な社

会を続けるためにも素晴らしい事業と考えるが、今後

のリユース事業計画について伺う。 

 
 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 

 
第 13 位 

 

手 

代 

木 

 

せ 

つ 

子 

 
２．地域公共交

通の見直しを早

急に検討せよ 

 

平成２１年７月にスタートした本市のデマンド型乗り合

いタクシー「らくらく号」は、高齢者や交通弱者の方々の

病院や買い物等の移動手段として、月曜日から土曜日まで

運行しており、今では１日当たり約１００人、年間約３５，

０００人の方にご利用いただき、安全・安心な公共交通の

提供に努めていると伺った。そこで、以下について、市長

の見解を伺う。 
 

（１）住民の高齢化が進み、運転免許証の返納者も年々増

えているのが現状であるが、本市内で利用できる公共

交通機関は鉄道とデマンド型乗り合いタクシー「らく

らく号」のみである。本市の全体像を見たときに大塩

地区と宮戸地区には鉄道は通っていない。住民の今後

の移動手段について、どの様な施策を検討しているの

か。 
 
（２）本市の主な観光と言えば、ブルーインパルスと自然

豊かな奥松島の景観である。特に奥松島は２０２１年

に「世界の持続可能な観光地トップ１００」に選ばれ、

また、２０２３年には国連世界観光機関から「ベスト

ツーリズムビレッジ」にも選定され、今や世界の奥松

島と言っても過言ではない。 
その奥松島への玄関口はＪＲ野蒜駅であるが、降車し

た観光客の移動手段は徒歩とタクシーである。予約のい

らない地域住民や観光客も乗れる分かりやすい交通と

して、過疎債を利用した路線バス（仙台市営るーぷる仙

台）のような定時定路線型の運行をする交通を提案する

がいかがか。 
 

 

【答弁を求める者 市長】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


